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Summary

　　　In　the　observation　of　the　median　lingual　foramina　and　the　small　foramina　on　the

internal　surface　of　the　mental　rigion　of　the　mandible　of　1411ndians，　the　following　results

were　obtained　l

　　　　1．The　number　of　the　foramina　on　the　right　side　of　the　mental　region　was　most

frequently　observed　only　one　in　35％，　followed　by　absent　in　27％and　two　in　26％of　those

examined．　The　greatest　number　was　6，　with　the　average　of　1．30．　Similar　results　were

obtained　on　the　left　side．

　　　In　the　midline，　the　foramona　were　two　in　40％，three　in　34％，　while　absent　was　found

1．4％．The　greatest　number　observed　was　6，　with　the　average　of　2．48．

　　　　2．The　foramina　of　the　mental　rigion　were　most　frequently　observed　midline（98．6），

10wer　part　of　the　central　incisor　of　the　right　side　in　52％，　and　the　lower　part　of　the　lateral

incisor　of　the　right　side　in　20％．

　　　　3．The　foramina　on　the　midline　of　the　mental　rigion　were　most　frequently　obserbed

the　upper　third（superior　median　lingual　foramen）in　95％，　the　middle　third（middle　median

hngual　foramen）in　40％，and　the　lower　third（inferior　median　Iingual　foramen）in　79％．

　　　　4．The　diameters　of　the　foramina　on　the　right　side　of　the　mental　region　were　most

frequently　observed　O．15　mm　in　38％，followed　by　O．25　mm　in　36％．The　lagest　size　observed

was　O．75　mm，　with　the　average　of　O．26　mm．　Similar　results　were　obtaind　on　the　Ieft　side．

　　　　5．The　diameters　of　the　foramina　on　the　lower　part　of　the　canine　were　lagest　on　the

right　side　of　the　mental　region，　with　an　average　size　of　O．35　mm．　The　foramina　on　the
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Iower　part　of　the　centraI　incisor　were　smallest　in　diameter，　with　the　average　of　O．24　mm．

　　　　6・The　dialneters　of　the　superior　median　lingual　foramen　were　especially｜arge、　most

frequently　observed　O．65　mm　in　28％，　followed　by　O．551nm　in　20％。　The　largest　diameter

measured　125　mm，　with　the　average　of　O．56　mrn．

　　　The　Iniddle　median　lingual　foramen　was　obser、・ed　O．35　mm　in　26％、　and　O．45　mm　in

24％．The　largest　size　observed　was〔｝．85　mm、　with　the　average　of　O．39　mm．

　　　The　inferior　median　lingual　foramen　was　observed　O．25　mm　ill　3（，％，　and　O．15　mm　in

26％、with　the　largest　mesuring　O．85　rrlm　and　an　average　of　O．31　mm㎡

緒 言

　　　ド顎骨オトカイ部内面の止中には小孔が子子在す

る・Thompson　91はオトカイ棘の直Eにある孔を

suprasplnous　foramen，オトガイ棘のE部とト部

の間のものをinterspin・us・f・・amen，オトカイ棘

のト’に位置するものをinfraspinous　foramenと

名付げた．そして，23例の古代ヨーロ・ハ人に

supraspinous　foramenとinterspinous　foramen

の2個存在するものを各々2例，また，infraspi－

nous　foramenの2個を6例認めた，その他，数種

の人種についてもこれらの孔の存在を記した．ま

た，オi・カイ較の直ヒにある孔についてLewis2

はmedian　foramenと名付げている．この孔は

時々みられ骨癒合のしるしだと記した．また，

管

Anson　iも同様な名称をもちい，まれに存在する

か，真猿では普通にkら2zるとのべている．一方，

津崎他101は1935年にオトカイ棘の付近に小孔あ

i）　’その位置によ｝）棘間孔F・rame・interspi・

・al・，棘・1・IFL　F・・ame・sup・a・pi・・leと棘ド孔

Foramen　subspinaleと名付げ，1949年にラテン

名を　Foramen　interspinosum，　Foramen　sup．

「asplnosumとForamen　intraspinosumと改め

た．しかし，数多くの標本について統計的に調査

したのはShiller　and　Wiswell　5‘の様である．彼等

はmedian　foramenをmedian　lingual　foramen

といい，きらにオトガイ棘のド方にある孔を　in－

ferior　Iingual　foramenと名付げた．この孔につ

いてSuzuki　and　Sakai6や宝田他81も調査して

いる・また，清水7‘は棘上小孔，棘問小孔と棘ド

図1：上Ill中舌側孔が楕円形をしている

魁、〉

186

図2：上【ll中舌側孔がすト〉うイ舌筋棘．ハ問に系三．
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小孔と名付けO．3　mmまでの大きさの孔を計測し

た．そして，Madeira，et　aL4はSuperior　retro．

mental　foramenとinferior　retromental　fora－

menとして調査した．

　棘上孔や棘ド孔では肩甲骨に類似の名称かある

ので，これらの孔を止中舌側孔と名付け0．1mm

まで計測し，出現率を調べるとともにド顎体内面

の前歯部に存在する小孔についても調査した．

材料と方法

　材料は永久歯の全歯牙を有するインド人ド顎骨

141例である．方法はShiller　and　Wiswell　5）に準

じて孔に入る針金の太きで計った．針金の太さは

0．1㎜から0．1mm間隔で1．2　mmまでのもの

を用いた．また，針金の長さは約20mmとL孔に

挿入し手をはなして倒れない状態で計測した．楕

円形の孔がヒ正中舌側孔に数個存在したがいすれ

も短軸の長さを計った（図1）．

　孔の位置は前後的には歯牙により，Eド的には

オトガイ醐棘（上部）の直U1㎜）からその

下縁まで，オトカイ舌筋棘（上部）とオトガイ舌

骨筋棘（ド部）の間からオトガイ舌骨筋棘（ド部）

までとオトカイ舌骨筋棘（ド部）下縁よりド方の

上，中，ドに3等分し，そこに存在する孔をE止

中舌側孔，中正中舌側孔とド正中舌側孔として観

察した（図2）．

　なお，測定値より平均と標準偏差を算出した．

　　　　　　　Σx
　平均（め＝
　　　　　　　n
　　　　　　　　　　ΣxL’　“（Σx）ヲn

　標準偏差（σn－D＝
　　　　　　　　　　n－1

成 績

　小孔の数：右側は1個か35％で最も多く，次いで

無いものが27％，2個が26％である．最も多い数は

6個で平均1．30個である．左側は右側とほぼ同様で

あ；）　11個が36％で最も多く，次いで2個が28％，

無いものが23％で，平均は1．37個である．正中は

2個が最も多く40％，次いで3個が34％であO，無

いものは2例（1．4％）と少ない．最も多い数は6個

で平均2．48個である．

　この数について宝田他8」は2個が49％，1個が33

％，3個が13％，そして無いものが5％と記した，

表｜　小イレ1’轍
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図3　小孔の数か1fleilで最も少ない例

　　中［L中、「i側イL．0．45mm

図4　・j・孔・1・数か13個で最も多い例

　　　⊥二II，‘中t「1’但11イL．　u，65mm

　　　二腹筋窩・h間に9個｛i　fi｛Lている．
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　ド顎体内面前歯部（オトガイ部）にある小孔の

数は最も多いのが5個で28％，次いで4個が18％で

3個から7個までが約80％である，最も少ない1個が

1例，最も多い13f固が1例みられた．平均は5．13個

てある（表1，図3，4）．

　小孔の数と位置：右側は中切歯のF方に最も多

くみられ52％で，最も数の多い例は4個である．ま

た，その大部分がド1／3にみられる、次いで多くみ

られるのは側切歯ド方，中切歯と側切歯間のド方

で，いずれも約20％，最も少ないのは犬歯のド方

で3％である．左側もほぽ同様で中切歯ト方で最も

多く55％にみとめられ，最も多い数は4個である．

また，ド1／3に多くみられる．次いで中切歯と側切

歯間ド方が22％，側切歯ド方が13％である．最も

図5　小孔の数が5個みられる

　　上正中舌側孔．0．55mm

　　下正中舌側孔．（［．25mm

　　　右側11－Ie問ド方の孔，　O　．15mm

　　　　l1下方の孔，0．25mm

　　　左側Irl，間ド方の孔，0．25mm

図6　上．中．下正中舌側孔がみられる

　　上IF中舌側孔，0．35mm

　　中IF中，1｝側孔，0．35mm

　　　下IF中舌｛｛財L，0，35mm
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少ないのは犬歯下方で4％のみである（図5）．

　正中すなわち，左右中切歯問はヒ1／3（ヒ正中舌

側孔）に多くみられ95％である．また，数は1個が

92％で大部分であり，2個が2％みられた．中1／3（中

正中舌側溝）は40％で半数以下である．数も1個が

大部分（35％）で少ない．下1／3（下正中舌側孔）

は出現率は79％と上1／3より少ないが，最も多い数

は5個である．1個が56％で最も多く，2個が18％で

ある（表2，図6）．

　Shiller　and　Wiswell　51はノ］・孔の出現率につい

てmedian　Iingual　foramenを88．9％とinferior

lingual　foramenを76％と記している．筆者等の

値に比較的近いが中止中舌側孔についての記載が

ない．

　Suzuki　and　Sakai　6）　｛t　foramen　supraspino－

sum　87％，　foramen　interspinosum　68％とfora・

men　infraspinosum　26％と記載している．また，

清水7）は永久歯顎について出現率を記し，棘上小

孔は74％で，そのうち1個が70％，2個が4％で

表2：小孔の数と位置
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あり，棘間小孔は51％で，そのうち1f固が46％，

2個が4％，3個が2％であり，そして棘ド小孔

は44％で，そのうち1個が39％，2個が5％，3

個が1％としている．筆者等の成績と比較し中正

中舌側孔のみ高率で，他は低率である．これは上，

中，ドの位置の差と計測方法の違いによるものと

考えられる．特にオトガイ棘のド方についての範

囲が明らかでない．

　小孔の大きさ：右側はO．15　mmが37．5％で最

も多い．そして大きくなるに従って減少する。0．25

mmが36％，0．35㎜が14％で，最も大きいのは

0．75mm，平均0．26　mmである．左側もほぽ同様

で0．15mmが41％で最も多く，次いで0．25　mm

が31％，O．35　mmが14％である（図7）．

図7：左側側切歯間下方に大きい孔がみら

　　れる
　　上IE中舌側孔，0．75mm

　　中tE中舌側孔，0．15mm

　　　下IE吋1舌f則イL，　0．65mm

　　右側Ilド方の孔，0．15mm

　　左側1、－C間下方の孔，0．75mm

　LE中は0．35　mmが最も多く18％，次いて0．25

㎜が17％，0．45㎜が16％で，0．15mmから

0．65mmが92％をしめる．最も大きいのは1．25

㎜で噸体内面に存在する孔で最も大き1・評

均は0．42mmで，左右側の約2倍の大きさである

（図8）．ド顎体内面前歯部にある孔の大きさは

0．15mmが27％で最も多く，大きくなるに従って

減少する．0．25mmが26％，0．35　mmが15％で，

糊は0．34㎜である俵3）．
　小孔の大きさと位置：右側は大きさの’ド均値が

後方歯ド方ほと大きくなる．すなわち，中切歯ド

方が0．24mm，側切歯ド方が0．27　mm，犬歯ド方

が0．35mmであり，犬歯と小臼歯間卜方は0．31

mmである．また，－Eド的にはh1／3で大きいのは

左右中側切歯間ド方，側切歯，犬歯間ド方であり

中1／3の大きいのは側切歯ド方，ド1／3の大きい部

位は中切歯ド方である．大きい孔，すなわち，0．75

㎜のものは醐齢ド1／3と醐歯蜘1切鯛
ド方のト1／3に各々1例みられた．Z，三側もほほ同様

であるが，0．75mmの大きい孔は側切歯，犬歯問

F方中1／3と犬歯，第1小臼歯ド方のド1／3にみら

れ，右側より後方にみられる．

　［E中は上1／3（上止中舌側孔）に大きい孔がみら

れ，0．95mm以上のものはいずれもここにあり，

最大は125mmである．平均も0．56　mmと他部

に比べて非常に大きい．最も多くみられるのは

0．65㎜で28％，次いで0．55mmが20％，0．45

mmが15％で0．35㎜から0．75　mmが88％をし

めている．中1／3（中11i中舌側孔）で：よ0．35　mmが

表3：小イLでたきさ

「．きさ1…　正m 左　側 計

nC％ ）‘　n（， ）　n（v nC　プ

図8　上正中舌側孔の最も大ぎい例

　　上iE中舌側イL，1．25mm
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表4－1：小孔の大きさと位置（右側）
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表4－2：小孔の大きさと位置（正中）
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表4－3：小孔の大きさと位置（左側〉
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最も多く，次いで0．45mmで，平均0．39　mmで

あり，最大は0．85㎜である．下1／3（下正楯

側孔）では0．25mmが最も多く，次いで0．15　mm

であり，平均0．31mmで，最大はO．85　mmであ

る．中1／3や下1／3でも0．55mmより大きい孔が正

中以外の部位に比べて多くみられる（表4－1，

4－2，　4－3）．

　小孔の大きさについてShiller　and　Wiswellは

median　lingual　foramenの平均が0．54㎜，最小

O．1　mm，最大1．5㎜と記し，また，　inferior

lingual　foramenの平均が0．45　mm，最小0．1

mm，最大1．0㎜と言己した．筆者のものと比べて

最大値がいず2t　ts　O，2　mmほど大きい．清水は棘

上小孔では0．65mmが最も多く18％，次いで0．45

㎜と0．75㎜酪々17％，そして最大が1．15

㎜としている．棘間小孔では0．45mmが最も多

く，駄LO5㎜，棘下・』・孔では0．55㎜が最も

多く，最大0．95mmと記している．筆者等の報告

表5－｜：小孔の大きさ，数と位置（右側）

より平均値はやや大きいが，最も大きい孔はやや

小さい．

　小孔の大きさ，数と位置：右側では大きい孔は

いずれの部位でも1個の場合に多くみられる．各

部位で数が多くなると孔の大きさは小さくなる．

左側もほぼ同様である．

正中でも同様で0．95㎜以上の孔は上1／3（上

正中舌側孔）で1個の場合のみにみられ，2個存

在する場合は最大が0．65mmである．正中で1個

の場合，最も小さい孔が0．35㎜であり，2個で

は0．15mmの小さい孔が6％，3個では14％，4

個では26％，そして6個では67％と増加する．す

なわち，数が多くなると小さい孔が多くなる（表

5－1，　5－2，　5－3）．

　個体別にみた正中舌側孔：個体別に上，中，下

正中舌側孔を観察すると，上下に存在する場合が

最も多く50％，そのうち，上に1個と下に1個が

33％である．次いで上中下が28％，そのうち，上

数 0．15 0．25 0．35 0．45 0．55 0．65　　　　0．75位　　置
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表5－2：小孔の大きさ，数と位置（正中）
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表5－3：小孔の大きさ，数と位置（左側）
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図9　上下IE中舌側孔パ攻ら～Lる

　　　上d’中舌側孔、（　．75mm

　　　ド正中、斥側孔，U．55mm

図10：『中に全く孔が乙ら｝］ない

　　イi佃111｜ト方　　0．25mm

　　　ナピ但1］1　，　ドノ元　　o．35mm

中ドに1個つつが20％である．i：のみが9％で，

［E中に全くみられないのは2例（1．4％）で稀であ

る（表6，図9，10）．

　Suzuki　and　Sakai　6はヒ中が42％で最も多く，

次いて上のみが24％，E中ドが17％で，無いもの

は3例（2．52％）であると記した．

　宝田他91はト：ドが最も多く31％，次いでヒのみ

26％，上中が17％，ヒ中ドが13％．そして無いも

のが6例（5．41％）と報告した．

考 察

　名称：解剖学の教科書は一般にmedian　fora－

menとよんでいるが，　Shiller　and　WisweH　5［の用

いたmedian　lingual　foramenを邦訳してtf三中舌

側孔とした．また，オトガイ舌筋棘の直e．からオ

トカイ舌骨筋棘中まてをト止中舌側孔，オトカイ

舌筋棘と才トカイ舌骨筋棘の問からオトガイ舌骨

表6：個体別にみた正中舌側孔

1上［ 中 下 n（ ％　、

1 ‘1 1 28（19．86）
11｛　1川　2 21 9（3（ 6，38）2，13）

計ト 40 28．37
1 8 5．67）

］ 2 2（ 1．42）

2 1 1（ 0，71）

計 n 7．80
1 1 46（32．62
1 2 ］6（11．35）

1 3 5（ 3，55）

1 5 1（ 0．71）

2 1 1（ 0，71）

2 2 1（ 0．71）

計 7n 49．65
1 1 1（ 0．71）

≡ 1 ∩．71

1 13（ 9．22

計 13 9．22
3 2．13

2 1（ 0，71）

言 4 2．84
2 1．42

筋中のものを中正中舌側孔，オトガイ舌骨筋棘下

縁からド顎底までにある孔をド正中舌側孔とし
た．

　棘上孔棘間孔や棘ド孔は類似の名称が肩甲骨

に存在するし，上後オトガイ孔や下後オトガイ孔

も位置をLE確に表わすには不適当と考えた．

　出現率：名称が違うと同様少しずつ調査部位が

異なるので正確に比較出来ないが，筆者等のF正

中舌側孔の多いのはド顎底まで含めたことで，二

腹筋窩の周囲で正中に小孔が沢山みられる為であ

る．また，中正中舌側孔は50％以ドである．この

孔に相当する英語名が少ないのはそのためかとも

考えられる．

　大きき：最大の孔についてShiller　and　Wis－

well5’ぱmedian　lingual　foramen　1．5　mm　in・

ferior　lingual　foramen　1．O　mmと記している．ま

た，嗣♂は棘・上二・」・子L1、15㎜，棘間・」・孔1．05

㎜と棘下小孔0．95mmとのべている．筆欝の

一L：1正三中酬子L1．25㎜，中止中酬吼0．85　mmや

ド⊥帥甜孔0．85㎜と雌しShiller　and
Wiswellの調査したTexas大学の標本にみられ

る孔がやや大きかった．ただ，人種，性や年齢に
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ついての記載がないので人種差かどうか明らかで

ない．

　正中舌側孔以外の小孔：この論文は正中舌側孔

以外の小孔の位置と大きさについて詳細に調査し

た書　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　　　一

　宝田他8｝は下顎棘の両側にある小孔について，

無いもの43％，両側にあるもの23％，左側のみ有

するもの16％，右側のみ有するもの19％と記載し

ている．また清水7）は芳棘小孔と名付けて，左側

30％，右側33％と記載している．筆者の調査では

右側73％，左側77％とかなり高率で数も2個が

26％，3個が8％で最高は6個も存在する．しか

し，位置が一定しないし，大きさも小さく，0．5mm

以上は6％と低率なので名称をつけるに価しない

と考えた．

　臨床的意義：正中舌側孔は舌下動脈や顎舌骨筋

神経が通る．

　Madeira，　et　al．4）は正中舌側孔に入る顎舌骨筋

神経を下顎骨の50％に認め，そのうち，最小限1

本の神経が切歯に入るとのべている．もし事実と

すればオトガイ孔の伝達麻酔は正中舌側孔を麻酔

しないかぎり，前歯の50％しか効果がない．

結 論

　インド人下顎骨ユ41例の正中舌側孔とオトガイ

部内面にみられる小孔を観察して，次の結果を得

た．

1．小孔の数はオトガイ部右側で1個が最も多く

35％，ついで無いものが27％，そして，2個が26％

である．最も多いのは6個であり，平均30個であ

る．左側もほぼ同様である。

　正中は2個が40％，3個が34％であるが，無い

ものは1．4％である．最も多いのは6個で，平均

2．48個である．

2．オトガイ部で最も多いのは正中で98．6％みら

れる．右側の中切歯下方が52％，そして右側の側

切歯下方が20％である．

3．オトガイ部正中の小孔は上％（上正中舌側孔）

に95％で最も多く，中％（中正中舌側孔）に40％，

また，下％（下正中舌側孔）に79％みられる．

4．小孔の大きさは右側では0．15mmが38％で最

も多く，次いで0．25㎜が36％である．最大は

0．75㎜で平均0．26㎜である．左側もほぼ同様

である．
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　　　　　　　　　　　／／
　5．右側は犬歯下方の孔が最も大きく，平均0．35

　mmであり，中切歯下方の孔が最も小さく，平均

024mdある
　6v上正中舌側孔は特に大きく最も多いのは0．65
　ンi
㎜で28％，次いで』0．55㎜が20％，最大は1。25

㎜で，平均0．56㎜である．

　　柾楯側孔は0．35㎜が26％，0．45㎜が
　24％である．最大は0．85mmで，平均0．39　mmで

　ある．

　　下正楯側孔は0．25㎜が30％，0．15㎜が

26％である．最大は0．85mmで，平均0．31㎜で

　ある．
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